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私 の 理 論×実 践

３年次からアートプロデュースゼミに所属し、個人研究としてモーショングラフィックスの制作を進めて

います。実際に作るなかで自分の知識・技術不足を痛感し、挫折しそうになったこともありましたが、

とにかく作り続け、今では個性を生かした作品を作れるようになりました。授業で学んだ基礎や理論も

大いに役立っていますが、ものづくりにおいては、やはり「やってみる」ことが大事。今は、自分が

めざす近未来とモーショングラフィックスを掛け合わせた作品づくりのため、背景知識や表現方法を

インプットしつつ、実践を重ねています。

何よりも放送・映像メディアに強い関心を持ち、

多くの放送・映像作品を鑑賞している人。

将来、放送・映像メディア業界に進みたいと考えている人。

単に「映像が好きだ」でとどまるのではなく、

創作する行為への意識を高められる人。

既存のメディアの制作物に満足せず、

新たな作品や価値を生み出していく意欲のある人。

「メディアが社会に与える影響を考えれば
正確な情報を論理的に伝えることに
使命感とやりがいを感じる」

そんな受験生に期待しています。
さて、どんな映像制作に興味がありますか？

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい
表現学部  メディア表現学科

FACULTY OF COMMUNICATION AND CULTURE

DEPARTMENT OF COMMUNICATION AND MEDIA

BROADCASTING AND IMAGING ARTS COURSE

放送・
映像メディアコース

担当教員

名 前 職 階 専 門

中山 浩太郎 教授 商業アニメーション

松崎 泰弘 教授 メディア・ジャーナリズム研究

北川 仁 専任講師 映画、映画史

田島 悠史 専任講師 アートマネジメント、地域芸術祭、経営学

的場 真唯 専任講師 映像制作

このコースがめざすこと

映像制作をとおして“考える力”を育てる

3つのポイント

カリキュラム

2年次には映像作品やラジオ番組などを、3年

次以降はドラマやアニメ、CMなどのジャンル別

にグループまたは個人で作品を制作し、作るだ

けにとどまらず学内外に発表します。

発表の機会を設け
学内外に作品を披露

めざすべきは、集めた情報を論理的に分析し、

建設的な議論を経て効果的な映像表現につ

なげること。細かな技術は表現を膨らませるた

めの手段に過ぎないというスタンスです。

技術は二の次で構わない。
重要なのは論理的な思考力

映像表現の歴史や放送倫理、メディアの価値

を評価するためのマーケティングなどに関する知

識や理論を講義型授業で学修し、映像制作

での実践・応用につなげます。

論理的思考のベースとなる
幅広い教養を身につける
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 基礎や理論は押さえつつ、「やってみる」が大事！

３年次からアートプロデュースゼミに所属し、個人研究としてモーショングラフィックスの制作を進めて

います。実際に作るなかで自分の知識・技術不足を痛感し、挫折しそうになったこともありましたが、

とにかく作り続け、今では個性を生かした作品を作れるようになりました。授業で学んだ基礎や理論も

大いに役立っていますが、ものづくりにおいては、やはり「やってみる」ことが大事。今は、自分が

めざす近未来とモーショングラフィックスを掛け合わせた作品づくりのため、背景知識や表現方法を

インプットしつつ、実践を重ねています。

表
現
学
部 | 

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科

放
送
・
映
像
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス映像制作をただ始めるだけでは、いくら充実した機材を扱っても

趣味と変わりません。学問としての積み重ねや、他者との関わり

が重要です。映画論、映画批評や美学、映画史やメディア史の

学修、メディア観や時事問題などの確認をふまえ、現代社会と

映像とをどのように捉え考えていくのかという姿勢が問われます。

その上で、学外へのインタビューや撮影、展示会などを実施し、

妥協の許されない現場経験を通して実践的な表現を学びます。

理論と実践の両輪で、骨太の表現者を育てる 卒業制作・卒業論文一例
●映画『サヨナラホームラン』
   （コンビニ店員の日常と破滅を描いた長編映画）

●ドキュメンタリー『映画看板と絵師の2週間』
   （手描き映画看板にこだわり続ける職人に密着）

●アニメーション『でこぼこ、だからいい。』
   （アメリカカートゥーン調の手描きアニメ）

●インタラクティブメディア『指先の夏を聴く』
   （音と映像の操作による、過去の自分との対話）

放送・映像メディアコースの“学びのフィールド”

松本 航
表現文化学科※  
放送・映像
メディアコース 4年
埼玉県 
大宮南高等学校
出身

何よりも放送・映像メディアに強い関心を持ち、

多くの放送・映像作品を鑑賞している人。

将来、放送・映像メディア業界に進みたいと考えている人。

単に「映像が好きだ」でとどまるのではなく、

創作する行為への意識を高められる人。

既存のメディアの制作物に満足せず、

新たな作品や価値を生み出していく意欲のある人。

「メディアが社会に与える影響を考えれば
正確な情報を論理的に伝えることに
使命感とやりがいを感じる」

そんな受験生に期待しています。
さて、どんな映像制作に興味がありますか？

P B LⅢ
自らテーマ設定をし、映像作品の制作にゼロ

から取り組むことを通して、課題解決力、協働

力、表現力、プレゼンテーション力など実社会

で役立つスキルを身につけていく課題解決型

の授業です。成果物として、映像作品のポート

フォリオを作成します。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ Taisho_hyogen

担当教員 特命・客員教員

名 前 職 階 専 門

中山 浩太郎 教授 商業アニメーション

松崎 泰弘 教授 メディア・ジャーナリズム研究

北川 仁 専任講師 映画、映画史

田島 悠史 専任講師 アートマネジメント、地域芸術祭、経営学

的場 真唯 専任講師 映像制作

名 前 職 階 専 門

六車 俊治 特命准教授 映画監督、演出家・脚本家

伊勢田 誠治 客員教授 3DCG

三浦 光博 客員教授 広告

大平 雅美 客員准教授 放送

※現 メディア表現学科
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私 の 理 論×実 践

2 年次のワークショップの授業では、これまでに学んだ一眼レフカメラの使い方やインタビュー取材の

進め方、記事の書き方などを生かして1 冊の冊子を作る、という課題に取り組みました。撮影、取材、

執筆、誌面デザインと一連の作業を経験したことで、自分の興味や適性が見えてきました。印象が

変わったのが、苦手意識のあった撮影です。一眼レフカメラで撮るのが面白く、「情報文化デザイン

演習」の課題には弟をモデルに撮った写真を提出しました。雑誌やWe bのデザインに興味があるので、

今後はデザインの勉強に力を入れていきたいです。

創作活動への強い好奇心を抱いている人。

自分独自のものの見方や発想力を身につけたいと考えている人。

コミュニケーションに興味を持ち、

ふだん当たり前にしている行動を客観的に分析できる人。

IT、広報、出版、PR、広告といった業界で

活躍できる、情報の「伝え手」をめざす人。

難しい内容なのに、一読しただけでおもしろく理解できたり、
一目で楽しい雰囲気が伝わってくる写真やイラストの表現に出会って

ワクワクした経験はありませんか。この背景には、
どうすれば伝わるかについて常に考えている人たちの存在があります。

「伝える」を超えて「伝わる」表現のための工夫を
実践的なデザインと編集の課題を通して身につけていきます。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

表現学部  表現文化学科

FACULTY OF COMMUNICATION AND CULTURE

DEPARTMENT OF COMMUNICATION AND CULTURE

INFORMATION CULTURE DESIGN COURSE

情 報文化
デザインコース

担当教員

名 前 職 階 専 門

歌田 明弘 教授 メディア論

仲俣 暁生 教授 出版文化史、メディア論

佐藤 哲至 専任講師
視覚伝達デザイン、メディアデザイン、
コミュニケーションデザイン、あそび場

このコースがめざすこと

よりよい情報コミュニケーション社会をつくる

3つのポイント

カリキュラム

制作課題では、相手が何を知りたいのか、相

手に何を伝えたいのか、どの部分がわかりにくそ

うかを熟考。情報発信における課題を見つけ

る観察力・分析力・対応力を養います。

編集・デザインは重要な
コミュニケーションスキル

色づかいや配置などのデザイン技術と、取材・

編集・校正といった文章作成技術を中心に、

わかりやすく魅力的に情報コンテンツを発信する

ためのスキルを修得します。

ビジュアルデザイン技術と
文章作成スキルを磨く

雑誌や広告、Webサイトやアプリ、電子書籍

まで、数多くの企画・制作を経験。ターゲット

や目的、媒体に応じてアイデアをかたちにしてい

くための手順を学びます。

アウトプットは紙媒体から
デジタルコンテンツまで多彩
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 撮影からデザインまで、冊子制作を丸ごと経験。

2年次のワークショップの授業では、これまでに学んだ一眼レフカメラの使い方やインタビュー取材の

進め方、記事の書き方などを生かして1 冊の冊子を作る、という課題に取り組みました。撮影、取材、

執筆、誌面デザインと一連の作業を経験したことで、自分の興味や適性が見えてきました。印象が

変わったのが、苦手意識のあった撮影です。一眼レフカメラで撮るのが面白く、「情報文化デザイン

演習」の課題には弟をモデルに撮った写真を提出しました。雑誌やWe bのデザインに興味があるので、

今後はデザインの勉強に力を入れていきたいです。

表
現
学
部 |

 

表
現
文
化
学
科

情
報
文
化
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

グループワークでの雑誌づくりや、そのWeb版となる情報サイト

の制作スキルを身につける一方で、今後力を入れていくのが、ア

プリをはじめとした情報デザイン作品の制作です。Webサイトや

アプリであれば、コンテンツに動きを加えることで、より楽しくわか

りやすく、より魅力的で効果的な表現も可能になります。多様化

が進むメディア業界に柔軟に適応できる人材を育成するために

も、学びの幅を広げていきます。

次世代型のデジタルコンテンツに挑戦！ 卒業制作・卒業論文一例
●Web「来た、北宮城」

●Web「季語花図鑑」

●Web「ひとりを楽しむ」

●雑誌「おばあちゃんの知恵袋」

●雑誌「大正浪漫・建築」

●雑誌「大人も魅了されるちいさな世界」

●雑誌「五感で感じるくらし」

情報文化デザインコースの“学びのフィールド”

林 日向花
表現文化学科
情報文化デザイン
コース 3年
千葉県
市原中央高等学校
出身

創作活動への強い好奇心を抱いている人。

自分独自のものの見方や発想力を身につけたいと考えている人。

コミュニケーションに興味を持ち、

ふだん当たり前にしている行動を客観的に分析できる人。

IT、広報、出版、PR、広告といった業界で

活躍できる、情報の「伝え手」をめざす人。

難しい内容なのに、一読しただけでおもしろく理解できたり、
一目で楽しい雰囲気が伝わってくる写真やイラストの表現に出会って

ワクワクした経験はありませんか。この背景には、
どうすれば伝わるかについて常に考えている人たちの存在があります。

「伝える」を超えて「伝わる」表現のための工夫を
実践的なデザインと編集の課題を通して身につけていきます。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ Taisho_hyogen

情報文化デザイン演習
パソコンで行うグラフィックデザインと、一眼

レフやミラーレスカメラによる写真撮影に

ついて、機器の基本的な操作やデザイン・

撮影の表現技法を実践的に学ぶ授業です。

自分が撮りたい被写体を撮影し、作品として

仕上げる課題などもあります。

担当教員 客員教員

名 前 職 階 専 門

歌田 明弘 教授 メディア論

仲俣 暁生 教授 出版文化史、メディア論

佐藤 哲至 専任講師
視覚伝達デザイン、メディアデザイン、
コミュニケーションデザイン、あそび場

名 前 職 階 専 門

森枝 卓士 客員教授 フォトジャーナリスト

渋谷 和宏 客員教授 作家・ジャーナリスト

岡本 洋平 客員准教授 アートディレクター
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